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なぜ、アフィリエイター達はこぞって

ポイントサイトを勧めるのか？ 

数あるアフィリエイトの中で、最も簡単に成果につながる自己アフィリエイト

の収益を最大化する暴露レポート 

初めて自己アフィリエイトを目にし、「やってみるか…」と思ったとき、不安で仕方がないと思います。そし

て、多くのアフィリエイター達はこぞってポイントサイトを勧めます。なぜ、彼らは ASP というものがありな

がら、わざわざポイントサイトを勧めるのでしょうか？その裏側に迫ります。 
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なぜ、アフィリエイター達はこぞってポイン

トサイトを勧めるのか？ 

数あるアフィリエイトの中で、最も簡単に成果につながる自己アフィリエイトの収益を

最大化する暴露レポート  

1. ポイントサイトって？ 

ポイントサイトというのは、一定量貯まったポイントを申請することでポイントサイト

から報酬としてお金がもらえるサイトのことです。 

ポイントサイトはけっこう数が多く、比較検証しにくいので多くの比較サイトもでき

ています。 

 

種類としては、有名どころでは 

 モッピー 

 ポイントタウン 

 げん玉 

 ハピタス 

などが存在します。 
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1.2. ポイントサイトの仕組み 

商品を買うときに、登録しているポイントサイトを経由して購入することでポイント

がもらえます。 

その他にも、アンケートに答えたり、ルーレットやビンゴだったりといったミニゲー

ムをプレイすることでもポイントがもらえたりします。 

 

またポイントには有効期限があるので一定期間ログインしない・サービスを利用し

ないといったことでポイントは失効します。 

 

 

 

 

 

 

1.3. ポイントサイトの特徴 

新しく会員をポイントサイトに登録させることでもポイントが得られます。 

そして… 

 

実は、ポイントサイトに紹介された人がその後ポイントサイトでポイントを獲得する

たびに紹介した人に何割かポイントが加算されます。これがポイントサイトの最も大

きな特徴といっても過言ではないでしょう。 

 

2. ポイントサイトはお勧めしない！ 

ポイントサイトの仕組みや特徴を考えると、ポイントサイトを自己アフィリエイト目的

で使用することはお勧めしません。その理由をこれから説明します。 

 

2.1. お勧めしない理由① 
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ポイントサイトをお勧めしない理由の１つめは「１～２段階、絡む人が増える」可能

性が高いことです。 

 

どういうことかというと、ポイントサイト経由で案件をこなした場合「企業→（ASP

→）ポイントサイト→（紹介者→）消費者」という形に知らず知らずのうちになっている

可能性が高いです。 

一般には商品の価格はある程度決まっているので、間に業者が挟まれば挟まる

ほど消費者に回ってくる旨みは減ります。だからといって価格を上げてしまえば売

れなくなる危険が増します。 

なので、私たちが消費者に回るときはできるだけ中間を省くように動いたほうが得

です。 

 

ですが、なぜポイントサイトは流行り、ASPは知る人ぞ知る(？) 存在になってい

るのかというと、それはイメージの問題があるからです。 

「黎明期にできた情報商材の悪い印象」や「最近のまとめサイトの乱立」・「スマホ

用バナー広告の悪意ある表示方法」などで嫌われてしまったアフィリエイトよりも一

般人にとって馴染みの深いポイントを貯めて現物と交換するという形をとったほうが

心理的に参加しやすいという理屈です。 

 

因みにアフィリエイトは、情報商材界隈の ASPを除いて 2ティアなどの親子関

係は存在していません。A8ネットは新規会員を、広告を通して紹介することで 500

円貰うことができますが、それ以上のものはありませんし、2ティアもありません。 

 

2.2. お勧めしない理由② 

私がポイントサイトを利用することをお勧めしない理由の２つめは「ポイントの有効

期限」です。 

ASPは案件をこなすことで報酬として「現金」が発生します。そして、A8ネットは

稼いだ現金に対して有効期限をつけたりはしません。 

しかし、ポイントサイトは違います。案件をこなすことで「現金」ではなく「現金に換

えることもできるポイント」が発生します。この違いは小さいようで大きいです。稼い

だものは現金ではなくあくまでポイントなので有効期限を設定することもできます。 
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もし、最低間金額が 10,000ポイントからだったとしたら、複数案件をこなす必要

がありますし、例えば 100の位以下の端数の換金を認めていない場合もあります。 

 

 

3. まとめ 

いかがだったでしょうか？今までの話をまとめると、ポイントサイトは「意図しない

搾取を誘発する構造となっていること」と、「最低換金額のあるポイントサイトは有効

期限の関係上、稼いだお金（ポイント）が消失してしまう可能性がどうしても 0には

できない」ということです。 

 

短いレポートではありましたが、端的に、最も重要なことのみ伝えたつもりです。 

この知識があなたの知識を増やし、意図しない搾取を回避するために役立てられる

ことを私は期待しています。 


